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井戸管理の

原則とその普及
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何万m童という限られた工場敷地で井戸を掘って地一

下水を使おうとする場合砂や砂れき層の空隙をつたっ

て流れてくる地下水のことだから単位時間にえられる

水母にはおのずかξ点る制限があって漏鐙千数百m3

とかいう風に限られてし談う里

むろんそダ)工場がそれ以下の水盤しか必禦とし在いな

らば問題はないのであるがそれを上回る似千竈Ω葛何万

m3という水量を必繋とする場合には無理矢理に地下

水をしぼ!〕とろうとするから水位の異常匁低下やは

ては井戸周辺σ)陥没いちじるしい排砂そして地盤沈

下や塩水の混入が生じた;)する､

ポンプは一たん動巷たすと強力な吸引力を発揮して
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れぞれの水量に応じた揚水水位を求めはじめの静止水

位との差つまりある揚水量に対症する水位降下の値を

える.そして揚水量とその水位降下の数字を挿図の

ような対数方眼紙上にプロットしていくと45｡の角度

で交わる直線があるところで45｡以上の急勾配を示す

ことを発見するに違いない.(34頁定上の図参照)

この2つの直線の交点つまり折れまがる点に相当す

る揚水量(図のm=僻)と水位降下(図のm)こそ揚水

の弾性限界を示す点でこれ以上の揚水を行ないこれ

以上の水位降下を生じさせては過剰揚水になってしま

うというそのぎりぎりを示しているのである.

つまりいつもこれ以下の揚水量でこれ以下の水位降

下で止めているならば井戸は安全に適正に地下水をく

みだしているということができるのである.

広い敷地の工場に1本の井戸しかないときにはこの

限界揚水量が守られやすい.しかし井戸の数が複数に

依るとたいてい井戸同蒜が干涛｡競合して五木ずμ)

だと適班揚水量の範囲内にあった夢)が適正水量該)限弊

をぐしてし､窯ぐ萱て結局井戸群として遜鯛にな∵㍍窯

うことが少なく枚い曲近くに井戸が増えるたびに念

のためそ拶)限界揚水量をもう一一度改めて求叙)ることがダ)

ぞ談い･.ともあれ井戸餅として全体が限界揚水簸

夢)範囲内で運転凄れる二とが必繋匁のでポ｡て7～竈

本がい0本20本の井戸群をもつ二じ場では全於を麗転

してその運転水位つまり揚水水位が井戸間で起伏の

ないよう緩く傾いた平滑な勾配で維持されるように見

計いつつ全体として過剰揚水に陥らないようにするこ

とが肝心な方法である.すでに業界切っての先進工場

である東洋高圧工業千葉土榮所の水源井にこの原則が

適用されきわめて水のえがたい地質のところで水位

の低下をみずによく計画取水量を確保しえている.

放お井戸を用いてせまい敷地内の地下水をできるだ

け高度に使うため

(!)地下水層によってストレｰナをある井戸では濃

いところだけまた別の井戸では深いところだけ

という風に採水深度を区別して地下水層ごとに

重点的に利用する.

(2)一度使った水で清澄汚染をうけ粗い冷却･冷

房耕水たどはっとめて地下に還流し水温の低

下をはかるとともに地下水の補給1強化を行な

いそれだけ余計揚水できるようにする血

扱どの処賢を考えるとよい,ωについては別府化

学(薬魔)一夕自動箪(愛知旭電化(廉東)な一

とにおいて例がみら}れるヰ(婁)については東洋レｰ塗

ン瀬嗣二じ揚(滋鍛)扱とで効を奏している吾
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